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【サウンドスケープ 音の風景】 
いつ頃からだろうか、打ち合わ

せの帰りの列車の中で、部下や上

司と飲んで騒がなくなったのは。

いや、騒げなくなったと言い換え

たほうがいいのかもしれない。10
年前にこの話を議論した経験があ

るので、列車の中が沈黙の空間と

なってしまい、あのにぎやかなり

し列車の中の音の風景なるものが

存在していたのは、もうひと昔前

20 年近く前のことなのだろう。以
前紹介したコルバンの「風景と人

間」にもその話が出てくる。かつ

て大衆は、通りはもちろん屋内で

も大きな声で話し合っていたが、

それらが騒音として認識されるよ

うになって、大声禁止令のような

ものが打ち出された。しだいに、

教会の鐘の音さえも騒音として認

識されるようになったと。日本で

も、学校や公園に隣接する民家か

ら、子供の声に対する苦情が申し

立てられるようになり、子供が遊

ぶ時も静かにしていなければいけ

ないなどという異様な状況さえ生

まれている。コルバンの説によれ

ば、その理由に、エリート階級の

特権としの静寂の維持が、庶民ま

で連鎖したということも書かれて

いるが、むしろ、かつての産業革

命以前の音とは、鳥の声やせせら

ぎ、あるいは雨や雷の音のように

自然環境の中で生じるものであり、

でっかい神経に触るような音は雷

のように恐怖の念を生じさせるも

のの一過性であって、生活に色を

添えるものであっても邪魔になる

ものではなかった。むしろ大きな

音というのは畏怖の念を起させる

ものであった。しかし、産業革命

後の生産活動に伴う機械の音は、

大きく連続的で、かつ畏怖の念を

生じさせるものでもないため、邪

魔な音、暴力的な音、騒音として

認識されるようになったというこ

となのだろ。そして、現在は、人

間が発生する音のすべてが、たん

なる会話でさえも静寂を打ち破る

騒音となったということだ。携帯

電話の会話は、日本ではマナーの

問題としても取り上げられるし、

普通の会話でさえも、ちょいと大

きな声でしゃべることは、白い目

で見られかねない雰囲気が列車の

中に漂っている。よく日本人と西

洋人の違いで、虫の鳴く音を右脳

で聴くか左脳できくか、雑音とし

て聞くか、音楽として聞くかの違

いあるという話があったが、昔の

日本人、ついこの前までは、人の

話し声や、子供の遊ぶ楽しい声を

音楽として聞いていたのが、西洋

人と同じように雑音として聞くよ

うになったのではないかと、日本

人の音に対する感じ方が、変化し

つつあるのではと思われる。どち

らにしろ、このような社会という

のは、なんだか堅苦しいものであ

る。以前のような、旅の楽しみの

一つに、地元の人とのさりげない

列車の中での会話というものがあ

ったが、もはや、旅人は移動者に

なってしまい、音の風景というも

のが、消滅しつつある。目に見え

る風景は、目に見えるため、破壊

されたり消えゆく実態がわかりや

すいが、音の風景の消滅は、私た

ちには極めてわかりにくく進行す

る。 

いつのまにか、コルバンの言う

エリート階級の特権であった静寂

にのみ価値を認め、喧騒ある空間

は、裏の空間風景である飲み屋街

のそれに限定されてきている。確

かに、静寂の持つ価値というもの

はある。新幹線の中での静寂は、

読書空間としては最高の空間であ

る。しかし、一方で、楽しい会話

にあふれる列車内の風景というも

のも、捨てがたい価値があるよう

に思う。公共空間において、あま

りにも静寂の価値を過大に評価し

すぎるのではないか。人間のにぎ

わいにより発生される音を雑音・

騒音と聞く感性から、音楽？とし

て聞く性格への転換が必要ではな

いか。そんなことを漠然と、久し

ぶりに帰省した娘が孫を叱る声、

孫の泣き声を騒音としてではなく、

風景の音として聞きながら考えた。 
 

【音楽の不思議】 
昔から、BACH の音楽が大好き

で、その秘密を解き明かそうと思

い、気張って「純正作曲の技法」

という 250 年前の音楽家キルンベ
ルガー(1721-1783)の BACH 音楽

解説書（定価 8,000 円）を買い込
み、格闘している。 
音楽の持つ不思議さというか、

人間の感覚の不思議さというか、
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改めて感じる。この本が言うとこ

ろの純正とは、音そのものは、弦

の振幅により音階や和音が構成さ

れるが、例えば、1 オクターブは、
弦の長さが 1/2 になる等極めて物
理的なものである。ドの音とレの

音は 8/9、レとミの音は 4/5 等と、
それぞれきれいな数字となってい

る。しかし、面白いことに、これ

を転調すると（転調というのは、

ドから始まる音階をレから始める

等と別の音階に行くことである

が）1/2のオクターブは変わらない
が、その間の音の間隔が転調する

と微妙にずれてくる。純正作曲法

とは、あくまでも人間の耳の正し

さを根拠に和音を追求するものだ。

しかし、今の音楽は基本的にすべ

て平均律という、ずれを少しづつ

ごまかした音階を用いている。

BACH の有名な平均律クラビア曲
集もそうであり、転調してもその

微妙にずれるのを誤差的に処理し、

耳触りは少し悪いが便利な調性を

作り上げている。まとまったずれ

を少しずつ分散し、全体を均して

いるのだ。ちょっと話は異なるが、

閏月を設けるように 1 年間の日数
と月の関係を調整することで便利

な仕組みを作っているのと同様で

ある。自然そのものは、フラクタ

ルのように、きわめて単純な幾何

学ではなく、複雑である。という

か、合理的な見方で見ようとする

と、かえって複雑な解釈が必要と

なる構造が自然にはある。本当の

美しさは平均律にしてしまったこ

とで失っている部分があるのだが、

それ以上に、感動する音楽を作り

上げることができるという点で、

有意義な解釈であると思う。 
無理やりに風景の話とくっつけ

るならば、音楽でいうところの和

音というのは、同じ空間の存在す

る風景要素の関係性であろうし、

それは、時間的に変化もする、さ

らには、そこに人間の営みが加わ

るということは、音楽のリズムと

いうものに置き換えることもでき

る。例えば、風景の解釈に音楽的

な解釈方法というものが取れない

かしら。シークエンス景観の中で

風景の変化は転調であり、私たち

が、自然の素材(音)を使って風景の
計画をする際には、その演出方法

として、流れをどう演出するかと

いうことが可能ではないか。風景

デザインの基本は診断であり更生

だと書き続けてきたが、それは、

ある定まった空間の見方であって、

風景デザイナーがやれる仕事とし

て、人間の移動を考えた風景の演

出があるのではないか。それこそ、

川端康成の「雪国」ではないが、

トンネルを抜けるとそこは雪国で

あるというような演出。これは、

かなり意図的にできそうである。

海岸に近い街、川の流れ等の水辺

がある街で、少し離れて海岸や川

の流れが見えない場所に、その存

在を演出するデザイン。そういっ

た、その場所の空間デザインでは

なく、移動ということを考えた空

間演出。これは、相当に技術的な

問題であると思う。 
純正作曲とは関係ない話ではあ

るが、移動(転調)の際に、空間の持
つ本来的な魅力を維持しながら、

次の魅力的な空間に移動していく

ことを考えてみてはどうだろうか。

そして、音楽に起承転結があるよ

うに、移動空間にも、意図的な起

承転結、いわゆるドラマ性を与え

る工夫をこらすこと。なにか、街

を歩くことでわくわくするような

演出ができないものか。日本の風

景のなかに、かつては自然にその

移動空間の面白みは存在したかと

思うが、人工的な都市空間形成の

プロセスに、人間の移動の際の風

景のあり方や印象にまで気を配っ

ているはずはなく、もしかして、

本来持っていた移動空間の魅力を

なくしているのかもしれない。 
かつての街道の風景、それは連

続した風景で成り立っているはず

で、途中途中の一里塚や、目印に

なる樹木などの自然物、そんなも

のを紀行として芭蕉や、近代にな

ってからは司馬遼太郎の「街道を

行く」のような物の見方。そうだ、

一度、司馬遼太郎の「街道を行く」

をきちんと読んでみよう。 
     【続く】 

 


